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令和元年度      会派 議員派遣報告書 

                                        

会 派 名  是々非々の会 

議 員 名  安藤志保 

議員派遣先名 
 研修「転換期の社会教育・生涯学習行政 

～社会教育関連法の大改正は何をもたらすか？～」 

 

派遣費用 

科 目 支出額 摘  要 

研修会費 ２２，５００円 ２２，５００円×１人分 

旅  費 ３８，５６０円 ３８，５６０円×１人分 

合  計 ６１，０６０円 

 

 

１ 三原市での課題と派遣の目的（本市の現状と課題を明確に） 

 本市において、次年度７月に駅前中央図書館がオープン予定である。 

 図書館整備の目的として、中心市街地活性化という市長部局の政策が大きく影響

しており、社会教育関連法改正により、教育委員会所管の社会教育施設の運営が

どのように変わる可能性があるか、配慮すべきことは何か、調査研究の必要があ

る。 

 図書館が中心市街地活性化に寄与するために、これまでの役割に捉われず、社会

教育施設に新たに求められる役割・ニーズに応える必要があり、先進事例の調査

研究の必要がある。 

 

 

 

２ 実施概要 （１カ所目） 

実 施 日 時 派遣先 

研修「転換期の社会教育・生涯学習行政 ～

社会教育関連法の大改正は何をもたらす

か？～」（開催場所：剛堂会館：東京都千代

田区） 

Ｒ２年２月５日 

１０：００～１６：５０ 
担当部局 研修主催者：地域科学研究会 
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① 社会教育関連法改正により、図書館運営にどのような影響があるか 

 教育委員会が所管する公立の図書館等の教育機関が、まちづくり、観光など

他の行政分野との一体的な取り組みの推進のために、社会教育の適切な実施

の確保に関する一定の担保措置を講じた上で、条例により地方公共団体の長

が所管することが可能となった。 

 首長部局による事務委任や補助執行を行ってきたものが、一つの部局で執行

可能となる。 

 中教審答申や、国会質疑において、社会教育に関する事務については教育委

員会が所管することを基本とすべきこと、首長部局が所管する場合も教育委

員会の関与が必要であることが述べられている。 

 

② 図書館を通じたまちづくりの可能性 

 本市同様に、中心市街地活性化という政策的要請を受けて平成２７年７月に

オープンした岐阜市立図書館（みんなの森ぎふメディアコスモス）館長より、

「図書館は屋根の付いた公園である」と題した講義で、来館人数だけでは測

れない関係性を高める取り組みについて、多くの事例を紹介いただいた。 

 市内小学校へのアウトリーチ 

 みんなのライブラリー（市民が創る本棚） 

 まちライブラリアン養成講座 

 ぎふライブラリークラブ 

 みんなの図書館 おとなの夜学 

 シビックプライドライブラリー 

 子ども司書制度 

 子どもラジオ 小さな司書のラジオ局 

 中高生と司書をつなぐＹＡ掲示板 

 共読ワークショップ 

 みんなのたからものＭＡＰ 

 まちなかの小さな図書館 ぎふまちライブラリー 

 図書館へのビジネス相談 
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① 社会教育関連法改正により、図書館運営にどのような影響があるか 

 いちばんの論点は、首長部局が主導することにより政治的中立性が脅かされ

るのではないかということであった。図書館を市長部局の所管とする可能性

があるかどうか、現時点で本市の意向はわからないが、予算や人事を通じた

コントロールも可能であり、教育機関における政治的中立性について、注視

していきたい。 

 社会教育施設を首長部局で所管することを可能とする法改正は、地方分権改

革として地方から要望があったものであるが、本市においては、平成３１年

度より指定管理制度に移行しており、社会教育をまちづくりの重要な位置づ

けとして一体的に取り組もうとする流れとは逆行しているのではないか。図

書館と市役所各部局との連携が進むよう提案していきたい。 

 

② 図書館を通じたまちづくりの可能性 

 岐阜市立図書館（みんなの森ぎふメディアコスモス）は、40歳以下利用者が

29.7%から 47.7%へアップという新たな利用者層の掘り起こし、旧館との比

較で来館者８倍アップに成功している。その根底にあるのは、「本・情報を

通じた豊かなコミュニケーション」である。職員数・司書数など規模の違い

はあるものの、「市民と創る、市民が創る空間」という考えに基づき、市民

の主体性を育み、コミュニケーションが生まれていく取り組みは、本市でも

ぜひ参考にしていただきたく提案していきたい。「本がひととまちをつなぎ、

まちの中に見えない道が生まれる」ことが、本市でも実現できることを願う

ものである。 

 

 

 

※ 施設先の写真・資料等を必ず添付すること。 
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